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宮崎県キャリア形成プログラムについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 対象者 

・ 医師修学資金の貸与を受けた医師 

（宮崎大学地域特別枠、宮崎大学地域枠Ａ・Ｂ・Ｃ、長崎大学宮崎県枠、医師修学資金貸与者） 

・ その他キャリア形成プログラムの適用を希望する医師 

 

 

 

 

２ 対象期間 

キャリア形成プログラムの各コースの対象期間は、原則として、県内臨床研修期間を含め  

９年間とします。 

また、臨床研修修了後７年間のうち、医師少数区域等での勤務を４年間以上とします 

（※研修プログラム等による異動で勤務医療機関が変わった場合、月単位で勤務実績をカウントします。） 

（※医師偏在指標により、宮崎東諸県医療圏以外の全ての２次医療圏を医師少数区域等と位置付けます。） 

（※公衆衛生医については、医師少数区域等での勤務要件は適用外となります。） 

 

 

 

 

 

【基本モデル】（基本領域専門医プログラムが３年間のケース） 

※下記表の従事区分 A 群～C 群については、別表１「キャリア形成プログラム対象医療機関等」を参照。 

※県内の臨床研修病院及び専門研修病院（基幹施設）については、別表２及び別表３を参照。 

※公衆衛生医の基本モデルは２２ページを参照。 

 

 

 

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

過程

臨床

研修

１年目

臨床

研修

２年目

専門

研修

１年目

専門

研修

２年目

専門

研修

３年目

専門医

①

専門医

②

専門医

③

専門医

④

従事区分
県内専門研修機関
（A群～C群）

県内勤務
（A群～C群）

県内臨床
研修機関

 

医療法及び医師法の一部を改正する法律（平成３０年法律第７９号）により、医師

が不足している地域に派遣される医師の能力開発・向上の機会の確保と当該地域にお

ける医師確保の両立を目的に、県においてキャリア形成プログラムを策定することが

医療法上位置付けられました。 

キャリア形成プログラムについては「キャリア形成プログラム運用指針について」

（平成３０年７月２５日付け医政発０７２５第１７号厚生労働省医政局長通知）に基

づき下記のとおり定め、運用します。 

都道府県は、修学資金を貸与した医師に対して、同意を得てキャリア形成プログラムを

適用しなければならない。（キャリア形成プログラム運用指針より） 

下記基本モデル及び各コースをベースに、対象者の希望や状況に応じて

柔軟に対応していきます。 
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【勤務ローテーション（例）】（※イメージであり、診療科ごとのコースにより勤務地は異なります。） 

 

 

３ コース及び対象医療機関 

  キャリア形成プログラムのコース及び就業先とされる対象医療機関等については、「宮崎県 

キャリア形成プログラム診療科別コース概要」及び別表１「キャリア形成プログラム対象医療

機関等」を参照ください。 

 

４ キャリア形成プログラムの適用 

（１） 同意書提出及びコース選択等について 

ア 対象学生は、医学部入学時（ただし、令和３年度以前に入学した対象学生については、

原則、医学部６年生に進級するまで）に、卒業後にキャリア形成プログラムの適用を受け

ることについて同意を行うこととします。 

イ  対象医師は、臨床研修２年次（専攻医登録前）に、キャリア形成プログラムの中から、

自らに適用される具体的なコースを選択します。 

ウ キャリア形成プログラム適用同意書を別に定め、適用者は同意書を県に提出します。 

 

（２） コース選択後の変更について 

コースの選択後に異なるコースへの変更を希望する場合は、県への申請に基づき、県知事

が理由を適当と認める場合のみ、適用されるコースの変更を認めることとします。 

 

５ キャリア形成プログラムの相談窓口等 

  宮崎県地域医療支援機構分室（宮崎大学医学部医療人育成推進センター内）は、キャリア  

形成プログラムに関する学生の相談窓口となるとともに、キャリア形成プログラム適用者と 

定期的に面談を実施し、キャリアパスに関する希望を確認することとします。 

 

６ キャリア形成プログラム適用者の勤務先の決定について 

ア  各対象医師に適用されるコースの中で、実際に当該対象医師が派遣される医療機関等は、

本人の希望を最大限尊重し、宮崎大学医学部等関係機関と十分に連携しながら検討し、決定

することとします。 

イ 県は、対象医師の派遣計画案を、前年度の１１月末までを目安に宮崎大学医学部等関係機

関と協議及び必要な調整を行った上で、地域医療対策協議会において派遣計画を決定するこ

ととします。 

※ やむを得ない理由により、派遣決定と異なる勤務先でのプログラム履行を行う場合は、地

域医療対策協議会にて審議・決定する必要があります。希望される場合には、勤務を開始す

る２か月前までに、必ず、地域医療支援機構に申請してください。 

 

 

 

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

過程

臨床

研修

１年目

臨床

研修

２年目

専門

研修

１年目

専門

研修

２年目

専門

研修

３年目

専門医

①

専門医

②

専門医

③

専門医

④

従事区分 A群 B群 A群 A群 C群 B群 B群

勤務先の地域

（例）
宮崎市 延岡市 宮崎市 延岡市 宮崎市 宮崎市 高千穂町 日南市 日南市

医師少数区域等

（B又はC）での勤務
○ ○ ○ ○

県内臨床

研修機関
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７ 対象期間の一時中断等 

次のア又はイに該当する場合は、対象期間の一時中断が認められます。 

ア キャリア形成に資する県外研修、大学院、留学等の期間（通算５年） 

イ やむを得ない場合として知事が必要と認める期間 

災害、疾病、負傷、育児、介護の場合、勤務先等において休業として認められた期間 

※ 臨床研修及び専門研修プログラムの県外研修期間は一時中断とせず、キャリア形成プログ

ラムの期間として取り扱うこととします。ただし、Ａ群での勤務と同様の取扱いとします。 

※ 産前・産後休業の期間は一時中断とせず、キャリア形成プログラムの期間として取り扱い

ます。 

※ 育児休業、介護休業等の期間の開始日・終了日が月の途中である場合は、開始日・終了日

の属する月は全て（月単位で）一時中断の期間とします。 

 （例）４月１５日から７月２１日まで産前・産後休業、７月２２日から９月２１日まで育児

休業を取得した場合、７月から９月までの３か月間が一時中断の期間となります。 

※ 一時中断を行う場合は、地域医療対策協議会にて審議・決定する必要があります。希望さ

れる場合には、一時中断を開始する２か月前までに、必ず、地域医療支援機構に申請してく

ださい。 

 

【柔軟運用例：国内・国外留学】 

 

【柔軟運用例：大学院進学】 

 

【柔軟運用例：育児休業】 

 

 

8  キャリア形成プログラムの中止（離脱）について 

  中止（離脱）は原則認められません。   
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９ キャリア形成プログラム適用者の医師修学資金の義務履行について 

（１） 令和元年度以降の貸与者 

・ 貸与年数の１．５倍の期間、指定医療機関で勤務することで返還免除となります。 

・ ６年間医師修学資金の貸与を受けた方は、キャリア形成プログラム（９年）を満了する 

ことで返還免除となります。 

（６年貸与の場合） 

 

 

（２） 平成３０年度以前の貸与者 

・ ６年間医師修学資金の貸与を受けた方は、臨床研修修了後、選択した診療科のコース上 

の医療機関で６年間勤務することで返還免除となります。 

・ ６年貸与の場合、返還免除となってもキャリア形成プログラム満了まで１年ありますの 

で、引き続きキャリア形成プログラム満了まで県内での勤務を続けることとなります。 

 

（６年貸与の場合） 

 

 

１０ その他 

（１） ここに定めるキャリア形成プログラムに関する事項については、必要に応じ見直しを行い、

地域医療対策協議会で決定します。 

（２） キャリア形成プログラムの適用等、必要な手続に関する様式は別途定めることとします。   

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

過程
臨床
研修
１年目

臨床
研修
２年目

専門
研修
１年目

専門
研修
２年目

専門
研修
３年目

専門医
①

専門医
②

専門医
③

専門医
④

従事区分 研修機関 研修機関 A群 B群 A群
B群
または
C群

B群
または
C群

B群
または
C群

B群
または
C群

義務履行 ９年間指定医療機関で勤務
（キャリア形成プログラム９年間）

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

過程
臨床
研修
１年目

臨床
研修
２年目

専門
研修
１年目

専門
研修
２年目

専門
研修
３年目

専門医
①

専門医
②

専門医
③

専門医
④

従事区分 研修機関 研修機関 A群 B群 A群
B群
または
C群

B群
または
C群

B群
または
C群

B群
または
C群

義務履行 － － ○ ○ ○ ○ ○ ○
キャリプロ
満了

返還免除
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１ 対象者 

医師修学資金の貸与を受けていない地域枠医師 

 

 

 

 

 

２ 対象期間  

キャリア形成プログラムの各コースの対象期間は、原則として、県内臨床研修期間を含め  

９年間とします。 

また、臨床研修を含む９年間のうち、医師少数区域等での勤務を４年間以上とします。 

（ただし、へき地医療機関（C 群）での勤務は適用者が希望する場合とします。） 

（※研修プログラム等による異動で勤務医療機関が変わった場合、月単位で勤務実績をカウントします。） 

（※医師偏在指標により、宮崎東諸県医療圏以外の全ての２次医療圏を医師少数区域等と位置付けます。） 

（※公衆衛生医は、医師少数区域等での勤務要件は適用外となります。） 

 

 

 

 

 

【基本モデル】（基本領域専門医プログラムが３年間のケース） 

※下記表の従事区分 A 群～C 群については、別表１「キャリア形成プログラム対象医療機関等」を参照。 

※県内の臨床研修病院及び専門研修病院（基幹施設）については、別表２及び別表３を参照。 

※公衆衛生医の基本モデルは２２ページを参照。 

 

 

【勤務ローテーション（例）】（※イメージであり、診療科ごとのコースにより勤務地は異なります。） 

 
 

 

 

 

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

過程

臨床

研修

１年目

臨床

研修

２年目

専門

研修

１年目

専門

研修

２年目

専門

研修

３年目

専門医

①

専門医

②

専門医

③

専門医

④

従事区分
県内臨床
研修機関

県内専門研修機関
（A群～C群）

県内勤務
（A群～C群）

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

過程

臨床

研修
１年目

臨床

研修
２年目

専門

研修
１年目

専門

研修
２年目

専門

研修
３年目

専門医

①

専門医

②

専門医

③

専門医

④

従事区分 A群 B群 A群 A群 A群 B群 B群

勤務先の地域
（例）

宮崎市 日南市 宮崎市 日南市 宮崎市 宮崎市 宮崎市 延岡市 延岡市

医師少数区域等

（B又はC）での勤務
○ ○ ○ ○

県内臨床
研修機関

 

都道府県は、修学資金が貸与されていない地域枠医師に対して、同意を得てキャリア

形成プログラムを適用するよう努めなければならない。（キャリア形成プログラム運用

指針より） 

下記基本モデル及び各コースをベースに、対象者の希望や状況に応じて

柔軟に対応していきます。 
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３ コース及び対象医療機関 

キャリア形成プログラムのコース及び就業先とされる対象医療機関については、「宮崎県  

キャリア形成プログラム診療科別コース概要」及び別表１「キャリア形成プログラム対象医療

機関等」を参照ください。 

 

４ キャリア形成プログラムの適用 

（１） 同意書提出及びコース選択等について 

ア 対象学生は、医学部入学時（ただし、令和３年度以前に入学した対象学生については、 

原則、医学部６年生に進級するまで）に、卒業後にキャリア形成プログラムの適用を受け 

ることについて同意を行うこととします。 

イ  対象医師は、臨床研修２年次（専攻医登録前）に、キャリア形成プログラムの中から、 

自らに適用される具体的なコースを選択します。 

ウ キャリア形成プログラム適用同意書を別に定め、適用者は同意書を県に提出します。 

 

（２） コース選択後の変更について 

コースの選択後に異なるコースへの変更を希望する場合は、県への申請に基づき、県知事 

が理由を適当と認める場合のみ、適用されるコースの変更を認めることとします。 

 

５ キャリア形成プログラムの相談窓口等 

  宮崎県地域医療支援機構分室（宮崎大学医学部医療人育成推進センター内）は、キャリア  

形成プログラムに関する学生の相談窓口となるとともに、キャリア形成プログラム適用者と 

定期的に面談を実施し、キャリアパスに関する希望を確認することとします。 

 

６ キャリア形成プログラム適用者の勤務先の決定について 

ア  各対象医師に適用されるコースの中で、実際に当該対象医師が派遣される医療機関等は、

本人の希望を最大限尊重し、宮崎大学医学部等関係機関と十分に連携しながら検討し、決定

することとします。 

イ 県は、対象医師の派遣計画案を、前年度の１１月末までを目安に宮崎大学医学部等関係  

機関と協議及び必要な調整を行った上で、地域医療対策協議会において派遣計画を決定する

こととします。 

※ やむを得ない理由により、派遣決定と異なる勤務先でのプログラム履行を行う場合は、地

域医療対策協議会にて審議・決定する必要があります。希望される場合には、勤務を開始す

る２か月前までに、必ず、地域医療支援機構に申請してください。 

 

７ 対象期間の一時中断等 

次のア又はイに該当する場合は、対象期間の一時中断が認められます。 

ア キャリア形成に資する県外研修、大学院、留学等の期間（通算５年） 

イ やむを得ない場合として知事が必要と認める期間 

災害、疾病、負傷、育児、介護の場合、勤務先等において休業として認められた期間 

※ 臨床研修及び専門研修プログラムの県外研修期間は一時中断とせず、キャリア形成プログ

ラムの期間として取り扱うこととします。ただし、Ａ群での勤務と同様の取扱いとします。 

※ 産前・産後休業の期間は一時中断とせず、キャリア形成プログラムの期間として取り扱い

ます。 

※ 育児休業、介護休業等の期間の開始日・終了日が月の途中である場合は、開始日・終了日

の属する月は全て（月単位で）一時中断の期間とします。 

 （例）４月１５日から７月２１日まで産前・産後休業、７月２２日から９月２１日まで育児

休業を取得した場合、７月から９月までの３か月間が一時中断の期間となります。 
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※ 一時中断を行う場合は、地域医療対策協議会にて審議・決定する必要があります。希望さ

れる場合には、一時中断を開始する２か月前までに、必ず、地域医療支援機構に申請してく

ださい。 

 

【柔軟運用例：国内・国外留学】 

 

【柔軟運用例：大学院進学】 

 

【柔軟運用例：育児休業】 

 

 

８  キャリア形成プログラムの中止（離脱）について 

  中止（離脱）は原則認められません。 

 

９ その他 

（１） ここに定めるキャリア形成プログラムに関する事項については、必要に応じ見直しを行い、

地域医療対策協議会で決定します。 

（２）キャリア形成プログラムの適用等、必要な手続に関する様式は別途定めることとします。   
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１ 対象者 

自治医科大学を卒業した医師 

 

２ 対象期間 

キャリア形成プログラムの各コースの対象期間は、自治医科大学修学資金の貸与を受けた 

期間の１．５倍に相当する期間とします。 

また、対象期間のうち、知事が指定するへき地等の公立病院・診療所等（※Ｃ群）での勤務

期間を全体の２分の１の期間とします。 

 

 

 

 

【基本パターン①】（臨床研修後、すぐにＣ群での勤務を希望する場合） 

※下記表の従事区分については別表「キャリア形成プログラム対象医療機関（自治医卒医師用）」を参照。 

 
 

【基本パターン②】（臨床研修後、後期研修を希望する場合） 

※下記表の従事区分については別表「キャリア形成プログラム対象医療機関（自治医卒医師用）」を参照。 

 

 

＜共通事項＞ 

※再教育研修を県内で行う場合は、10 年目の後期研修の前倒しとして義務内にカウントされ

ます。 

※専門研修が「▲」の勤務については、人事異動による勤務先が専門研修プログラムの連携  

施設であれば、専門研修としてカウント可能となります。 

 

 

 

 

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

過程
臨床
研修
１年目

臨床
研修
２年目

へき地
勤務

へき地
勤務

再教育
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

へき地
勤務

後期
研修

後期
研修

従事区分 研修機関 研修機関 Ｃ群 Ｃ群 任意 Ｃ群 Ｃ群 Ｃ群
任意
（県内）

任意
（県内）

義務履行 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

専門研修 ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ● ●

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

過程
臨床
研修
１年目

臨床
研修
２年目

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

再教育
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

へき地
勤務

後期
研修

従事区分 研修機関 研修機関
任意
（県内）

Ｃ群 Ｃ群 任意 Ｃ群 Ｃ群 Ｃ群
任意
（県内）

義務履行 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

専門研修 ● ▲ ▲ ● ▲ ▲ ▲ ●

 

下記基本パターンに基づいて、本人の希望やへき地指定公立病院の状況

に応じて、県の人事異動により勤務先が決まります。 
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３ コース及び対象医療機関 

  キャリア形成プログラムのコース及び就業先とされる対象医療機関については、「宮崎県キャ

リア形成プログラム診療科別コース概要（自治医科大学卒業医師用）」及び別表「キャリア形成

プログラム対象医療機関（自治医科大学卒業医師用）」を参照ください。 

 

４ キャリア形成プログラムの適用 

（１） 適用同意及びコース選択等について 

   令和元年度以降に入学した者から以下の取扱いとなります。 

  ア 自治医科大学医学部修学資金の貸与契約締結及び自治医科大学医学部への入学をもっ

て、適用に同意しているものとみなし、同意書の提出は不要とします。 

  イ 県職員への採用をもって、キャリア形成プログラム適用の契約を締結したものとみなし

ます。 

  ウ 適用医師は、臨床研修２年次に、キャリア形成プログラムの中から、自らに適用される

具体的なコースを選択します。 

※ 令和２年４月から臨床研修を開始する医師については、既に同意の上適用されている

ものとみなします。 

（２） コース選択後の変更について 

コースの選択後に異なるコースへの変更を希望する場合は、申請に基づき、知事が理由を

適当と認める場合のみ、適用されるコースの変更を認めることとします。 

 

５ 面談の実施 

  キャリア形成プログラム適用者に人事面談を実施し、キャリアパスに関する希望を確認する

こととします。 

 

６ キャリア形成プログラム適用者の勤務先の決定について 

ア  各対象医師に適用されるコースの中で、実際に当該対象医師が派遣される医療機関を決定

する際には、本人の希望を面談等で確認し、地域医療対策協議会において協議することとし

ます。 

イ  県は、対象医師の派遣計画案を、前年度の１１月末までを目安に地域医療対策協議会に 

提示し、協議及び必要な調整を行った上で、地域医療対策協議会において派遣計画を決定  

することとします。 

  

７ 対象期間の一時中断等 

  自治医科大学医学部修学資金貸与規定に基づき、休職（育児休業及び介護休業を含む。）、  

停職、育児時短勤務などが認められます。 

 

８  キャリア形成プログラムの中止（離脱）について 

  自治医科大学医学部修学資金貸与規定に基づき、原則、貸与を受けた修学資金の全額返還と

なります。 

 

９ キャリア形成プログラム適用者の義務履行 

  自治医科大学修学資金貸与規定に基づき、修学資金の貸与を受けた年数の１．５倍の期間、

指定医療機関で勤務することで返還免除となります。 

 

１０ その他 

（１） ここに定めるキャリア形成プログラムに関する事項については、必要に応じ見直しを行い、

地域医療対策協議会で決定します。 

（２）キャリア形成プログラムの適用等、必要な手続に関する様式は別途定めることとします。   
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＜別表１＞【キャリア形成プログラム 対象医療機関等】 
 

医療機関群 カテゴリー 対象医療機関等（令和６年度） 

Ａ群 

医師多数区域（宮崎東諸

県）において、県内専門研

修プログラムの基幹施

設、連携施設、連携施設に

準じる施設のいずれかに

位置づけられている医療

機関、または宮崎県地域

対策協議会で特に必要と

認められた県外医療機関 

【宮崎東諸県】 
いしかわ内科、井上、おおつか生協クリニック、金丸脳神経外科、 

県精神保健福祉センター、県立こども療育センター、県立宮崎、古賀総合、 

国立病院機構宮崎東、潤和会記念、高宮、宮崎江南、南部、野崎、 

野崎東、平和台、宮崎市郡医師会、宮崎市立田野、宮崎生協、 

宮崎善仁会、宮崎大学医学部附属、宮崎中央眼科、宮崎若久、 

和知川原生協クリニック、若草、さがら病院宮崎、 

ART レディスクリニックやまうち、このはな生協クリニック 

【県外】 
多良木（熊本県） 

Ｂ群 

医師少数区域等（延岡西

臼杵、日向入郷、西都児

湯、日南串間、都城北諸

県、西諸）において、県内

専門研修プログラムの基

幹施設、連携施設、連携施

設に準じる施設のいずれ

かに位置づけられている

医療機関 

【延岡西臼杵】 
おがわクリニック、黒木、県立延岡、延岡市医師会、 

延岡リハビリテーション、吉田、国見ヶ丘、延岡共立、延岡保養園、 

縁・在宅クリニック、（高千穂町国保） 

【日向入郷】 
協和、鮫島、千代田、和田、田中、宮崎県済生会日向、（国保諸塚診療所） 

（椎葉村国保）（美郷町国保西郷）（美郷町国保南郷診療所） 

【西都児湯】 
西都児湯医療センター、国立病院機構宮崎、海老原総合、川南、 

（国保西米良診療所）（都農町国保） 
【日南串間】 
県立日南、谷口、県南、愛泉会日南、なんごう、 

（日南市立中部）（串間市民） 
【都城北諸県】 
都城医療センター、大悟、橘、永田、藤元、藤元上町、藤元総合、 

都城新生、都城市郡医師会、メディカルシティ東部、宮永、宮田眼科、 

ホームクリニックみまた、さかいクリニック 

【西諸】 
池田、内村、桑原記念、小林市立、池井、京町共立、 

（えびの市立）（国保高原） 

Ｃ群 

へき地の公的医療機関 

（専門研修プログラムの

基幹施設、連携施設、連携

施設に準じる施設の該当

の有無は問わない） 

高千穂町国保、日之影町国保、五ヶ瀬町国保、島浦診療所、日向市立東郷、 

美郷町国保西郷、椎葉村国保、国保諸塚診療所、美郷町国保北郷診療所、 

美郷町国保南郷診療所、国保西米良診療所、串間市民、串間市市木診療所、 

えびの市立、国保高原、都農町国保、日南市立中部 

公衆衛生医 

宮崎県庁（宮崎県福祉保健部）、 

宮崎県内各保健所（中央、都城、高鍋、日向、延岡、日南、小林、高千穂）、 

宮崎大学医学部（社会医学講座公衆衛生学分野）、 

宮崎市役所（宮崎市保健所）、宮崎県精神保健福祉センター、 

宮崎県衛生環境研究所、県立宮崎・日南・延岡病院、 

宮崎産業保健総合支援センター 
 
 
＜別表２＞県内臨床研修病院（基幹施設） 

臨床研修病院 所在地 医療圏 

宮崎大学医学部附属病院 宮崎市 宮崎東諸県 

県立宮崎病院 宮崎市 宮崎東諸県 

県立日南病院 日南市 日南串間 

県立延岡病院 延岡市 延岡西臼杵 

古賀総合病院 宮崎市 宮崎東諸県 

宮崎生協病院 宮崎市 宮崎東諸県 

藤元総合病院 都城市 都城北諸県 

宮崎市郡医師会病院 宮崎市 宮崎東諸県 

 

＜別表３＞県内専門研修病院（基幹施設） 

専門研修病院 所在地 医療圏 

宮崎大学医学部附属病院 宮崎市 宮崎東諸県 

県立宮崎病院 宮崎市 宮崎東諸県 

県立延岡病院 延岡市 延岡西臼杵 

古賀総合病院 宮崎市 宮崎東諸県 

宮崎生協病院 宮崎市 宮崎東諸県 

野崎東病院 宮崎市 宮崎東諸県 

都農町国保病院 都農町 西都児湯 

宮崎市郡医師会病院 宮崎市 宮崎東諸県 

吉田病院 延岡市 延岡西臼杵 
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門

研
修

専
門

医

専
門

医
専

門
医

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

、小
川

クリ
ニッ

ク、
（

高
千

穂
町

国
保

）
【日

向
・入

郷
】

千
代

田
、（

美
郷

町
国

保
西

郷
）

【日
南

串
間

】
県

立
日

南
【都

城
北

諸
県

】
都

城
市

郡
医

師
会

、藤
元

総
合

【延
岡

・西
臼

杵
】

高
千

穂
町

国
保

【日
向

・入
郷

】
美

郷
町

国
保

西
郷

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・内
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・腎

臓
内

科
専

門
医

・透
析

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
急

性
期

も
慢

性
期

も
検

尿
異

常
か

ら透
析

医
療

ま
で

総
合

的
に

研
修

を
受

け
学

ぶ
こと

が
で

き
る

。

腎
臓

内
科

3

循
環

器
内

科
3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

医
専

門
医

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

【都
城

北
諸

県
】

都
城

医
療

セ
ンタ

ー

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・内
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・血

液
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
学

会
認

定
医

・指
導

医
の

下
で

提
供

され
る

充
実

した
指

導
体

制
が

整
って

い
る

。急
性

期
・c

om
m

on
 d

is
ea

se
か

ら専
門

性
の

高
い

症
例

ま
で

幅
広

い
経

験
が

で
き

る
。

血
液

内
科

3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

医

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

医

専
門

医
専

門
医

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

【日
南

串
間

】
県

立
日

南
、（

串
間

市
民

）
、

（
日

南
市

立
中

部
）

【都
城

北
諸

県
】

都
城

市
郡

医
師

会

【日
南

串
間

】
串

間
市

民
、日

南
市

立
中

部

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・内
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・循

環
器

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
循

環
器

専
門

医
取

得
と地

域
医

療
へ

の
貢

献
の

両
立

を
目

標
とし

て
い

ま
す

。

対
象

医
療

機
関

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、古
賀

総
合

、
国

立
病

院
機

構
宮

崎
東

、潤
和

会
記

念
、

宮
崎

江
南

、宮
崎

市
郡

医
師

会
、

宮
崎

大
学

附
属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、古
賀

総
合

、
宮

崎
生

協
、宮

崎
江

南
、

宮
崎

大
学

附
属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、古
賀

総
合

、
宮

崎
大

学
附

属

11



1
2

3
4

5
6

7
8

9

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
B群

医
師

少
数

区
域

等
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関

A群
医

師
多

数
区

域
（

宮
崎

東
諸

県
）

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

対
象

医
療

機
関

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

大
学

A/
B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

B
大

学
/A

A/
B

大
学

/A
/B

A/
B

大
学

/B

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

大
学

A/
B

大
学

/A
/B

A/
B

B/
C

B/
C

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・内
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・脳

神
経

内
科

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
神

経
疾

患
を

多
く経

験
で

き
る

病
院

群
で

の
研

修
が

可
能

で
、神

経
内

科
専

門
医

の
取

得
の

た
め

の
研

修
が

十
分

に
行

え
る

プ
ログ

ラ
ム

で
あ

る
。

呼
吸

器
内

科
3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

脳
神

経
内

科
3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・内
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・内

分
泌

代
謝

科
専

門
医

・糖
尿

病
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
内

分
泌

・代
謝

の
希

少
疾

患
を

経
験

で
き

、
同

時
に

症
例

数
の

多
い

糖
尿

病
や

甲
状

腺
疾

患
（

外
来

）
も

受
け

持
ち

に
な

れ
る

。

膠
原

病
・

リウ
マ

チ
内

科
3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・内
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・呼

吸
器

専
門

医
・日

本
呼

吸
器

内
視

鏡
学

会
気

管
支

鏡
専

門
医

・感
染

症
専

門
医

・日
本

が
ん

治
療

認
定

医
機

構
が

ん
治

療
認

定
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
内

科
医

とし
て

の
総

合
力

と呼
吸

器
内

科
医

とし
て

の
ス

ペ
シ

ャリ
ス

トの
実

力
を

会
得

す
る

コー
ス

設
定

で
あ

る
。臨

床
医

の
み

な
ら

ず
、希

望
者

に
は

大
学

院
進

学
を

は
じめ

と
した

研
究

医
育

成
も

含
ん

で
い

る
。

内
分

泌
代

謝
・

糖
尿

病
内

科
3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医

専
門

医
専

門
医

専
門

医
【日

向
・入

郷
】

千
代

田
、済

生
会

日
向

【西
都

児
湯

】
西

都
児

湯
医

療
セ

ンタ
ー

【日
南

串
間

】
県

立
日

南
【都

城
北

諸
県

】
都

城
医

療
セ

ンタ
ー

専
門

医
【延

岡
・西

臼
杵

】
延

岡
市

医
師

会
【日

向
・入

郷
】

済
生

会
日

向
、和

田
【西

都
児

湯
】

西
都

児
湯

医
療

セ
ンタ

ー
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、（
日

南
市

立
中

部
）

【都
城

北
諸

県
】

宮
永

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・内
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・膠

原
病

リウ
マ

チ
内

科
専

門
医

・感
染

症
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
ジ

ェネ
ラリ

ス
ト（

内
科

専
門

医
）

とス
ペ

シ
ャリ

ス
ト（

膠
原

病
専

門
医

、感
染

症
専

門
医

）
を

養
成

す
る

コー
ス

設
定

で
あ

る
。

希
望

者
に

は
大

学
院

進
学

、国
内

/外
留

学
の

機
会

も
提

供
す

る
。

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、古
賀

総
合

、
宮

崎
大

学
附

属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

善
仁

会
、

宮
崎

大
学

附
属

【宮
崎

東
諸

県
】

国
立

病
院

機
構

宮
崎

東
、潤

和
会

記
念

、
古

賀
総

合
、宮

崎
大

学
附

属

【宮
崎

東
諸

県
】

国
立

病
院

機
構

宮
崎

東
、古

賀
総

合
、

宮
崎

善
仁

会
、宮

崎
市

郡
医

師
会

、
県

立
宮

崎
、宮

崎
大

学
附

属

【延
岡

・西
臼

杵
】

延
岡

市
医

師
会

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

【都
城

北
諸

県
】

藤
元

上
町

、宮
永

【西
諸

】
池

井

【日
南

串
間

】
日

南
市

立
中

部

【延
岡

・西
臼

杵
】

延
岡

共
立

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

【西
都

児
湯

】
海

老
原

総
合

【日
南

串
間

】
県

立
日

南
【都

城
北

諸
県

】
都

城
医

療
セ

ンタ
ー
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1
2

3
4

5
6

7
8

9

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
B群

医
師

少
数

区
域

等
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関

A群
医

師
多

数
区

域
（

宮
崎

東
諸

県
）

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

対
象

医
療

機
関

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B

大
学

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B/

C

専
門

医
専

門
医

専
門

医
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

/A
大

学
/A

/B
大

学
/A

/B
大

学
/A

/B
大

学
/A

/B
大

学
/A

/B
大

学
/A

/B

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B/

C
A/

B/
C

A/
B/

C
A/

B/
C

A/
B/

C
A/

B/
C

消
化

器
内

科
3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

皮
膚

科
5

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

、（
高

千
穂

町
国

保
）

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

、（
椎

葉
村

国
保

）
、

（
美

郷
町

国
保

西
郷

）
【西

都
児

湯
】

（
国

保
西

米
良

診
療

所
）

【延
岡

・西
臼

杵
】

高
千

穂
町

国
保

【日
向

・入
郷

】
椎

葉
村

国
保

、美
郷

町
国

保
西

郷
【西

都
児

湯
】

国
保

西
米

良
診

療
所

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・皮

膚
科

専
門

医
・皮

膚
悪

性
腫

瘍
指

導
専

門
医

・美
容

皮
膚

科
・レ

ー
ザ

ー
指

導
専

門
医

・日
本

ア
レ

ル
ギ

ー
学

会
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
皮

膚
科

専
門

医
：

皮
膚

科
の

研
修

期
間

は
５

年
で

す
が

、指
導

医
の

い
な

い
研

修
施

設
で

も
２

年
間

ま
で

期
間

とし
て

認
め

られ
て

い
ま

す
。

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・内
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・消

化
器

病
専

門
医

・消
化

器
内

視
鏡

専
門

医
・肝

臓
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
数

多
くの

学
会

認
定

医
・指

導
医

の
下

で
提

供
され

る
充

実
した

指
導

体
制

が
整

って
い

る
。急

性
期

・c
om

m
on

 d
is

ea
se

か
ら

専
門

性
の

高
い

症
例

ま
で

幅
広

い
経

験
が

で
き

る
。

小
児

科
3

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

【日
向

・入
郷

】
済

生
会

日
向

【西
都

児
湯

】
国

立
病

院
機

構
宮

崎
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、愛
泉

会
日

南
【都

城
北

諸
県

】
都

城
医

療
セ

ンタ
ー

、都
城

市
郡

医
師

会

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・小

児
科

専
門

医
・日

本
小

児
血

液
・が

ん
専

門
医

・日
本

血
液

専
門

医
・腎

臓
専

門
医

・小
児

神
経

専
門

医
・て

ん
か

ん
専

門
医

・日
本

小
児

循
環

器
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
3年

間
の

専
攻

医
研

修
の

終
了

後
に

小
児

科
専

門
医

を
取

得
し、

その
後

は
関

連
施

設
で

勤
務

しな
が

らサ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィの

研
修

を
行

う。

専
門

医
専

門
医

専
門

医
【延

岡
・西

臼
杵

】
県

立
延

岡
【日

向
・入

郷
】

千
代

田
、済

生
会

日
向

【日
南

串
間

】
（

串
間

市
民

）
【都

城
北

諸
県

】
都

城
医

療
セ

ンタ
ー

【日
南

串
間

】
串

間
市

民

感
染

症
内

科

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・内
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・感

染
症

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
全

身
的

疾
患

が
診

れ
る

内
科

専
門

医
に

加
え

、感
染

症
診

療
と感

染
制

御
を

実
践

で
き

る
感

染
症

専
門

医
を

育
成

す
る

コー
ス

設
定

で
あ

る
。希

望
者

に
は

大
学

院
進

学
、国

内
/国

外
留

学
の

機
会

も
提

供
で

き
る

。

3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
研

修
専

門
研

修

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、古
賀

総
合

、
宮

崎
大

学
附

属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

大
学

附
属

、
国

立
病

院
機

構
宮

崎
東

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、古
賀

総
合

、宮
崎

大
学

附
属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、古
賀

総
合

、宮
崎

善
仁

会
、

国
立

病
院

機
構

宮
崎

東
、宮

崎
市

郡
医

師
会

、
宮

崎
大

学
附

属

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

、済
生

会
日

向
、和

田
【西

都
児

湯
】

西
都

児
湯

医
療

セ
ンタ

ー
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、（
日

南
市

立
中

部
）

【都
城

北
諸

県
】

都
城

医
療

セ
ンタ

ー

【日
南

串
間

】
日

南
市

立
中

部
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1
2

3
4

5
6

7
8

9

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
B群

医
師

少
数

区
域

等
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関

A群
医

師
多

数
区

域
（

宮
崎

東
諸

県
）

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

対
象

医
療

機
関

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B

大
学

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B

大
学

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B

大
学

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

外
 科

3

【延
岡

・西
臼

杵
】

黒
木

、県
立

延
岡

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

、済
生

会
日

向
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、(
串

間
市

民
)

【都
城

北
諸

県
】

都
城

医
療

セ
ンタ

ー
、都

城
市

郡
医

師
会

【西
諸

】
小

林
市

立

【日
南

串
間

】
串

間
市

民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・外

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
外

科
の

領
域

を
総

合
的

に
研

修
して

、外
科

専
門

医
を

取
得

で
き

る
。

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、国
立

病
院

機
構

宮
崎

東
、

潤
和

会
記

念
、南

部
、さ

が
ら病

院
宮

崎
、

古
賀

総
合

、宮
崎

市
郡

医
師

会
、

宮
崎

生
協

、宮
崎

善
仁

会
、

宮
崎

大
学

附
属

精
神

科
3

【延
岡

・西
臼

杵
】

吉
田

、国
見

ヶ丘
、延

岡
保

養
園

【日
向

・入
郷

】
協

和
、鮫

島
、田

中
【日

南
串

間
】

谷
口

、県
南

【都
城

北
諸

県
】

大
悟

、永
田

、都
城

新
生

【西
諸

】
内

村

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・精

神
科

専
門

医
・老

年
精

神
医

学
会

専
門

医
・子

ども
の

ここ
ろ

専
門

医
・リ

エ
ゾ

ン専
門

医
　等

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
本

人
の

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィの

希
望

に
合

わ
せ

て
県

内
各

施
設

を
組

む
こと

は
可

能
。

【延
岡

・西
臼

杵
】

黒
木

、県
立

延
岡

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

、済
生

会
日

向
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、(
串

間
市

民
)

【都
城

北
諸

県
】

都
城

医
療

セ
ンタ

ー
、都

城
市

郡
医

師
会

【西
諸

】
小

林
市

立

【日
南

串
間

】
串

間
市

民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・外
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・消

化
器

外
科

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
専

門
医

に
準

じた
疾

患
を

多
く経

験
で

き
る

病
院

群
で

の
研

修
が

可
能

で
、専

門
医

取
得

の
た

め
の

研
修

が
十

分
に

行
え

る
。

呼
吸

器
外

科
3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

消
化

器
外

科
3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

【延
岡

・西
臼

杵
】

黒
木

、県
立

延
岡

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

、済
生

会
日

向
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、(
串

間
市

民
)

【都
城

北
諸

県
】

都
城

医
療

セ
ンタ

ー
、都

城
市

郡
医

師
会

【西
諸

】
小

林
市

立

【日
南

串
間

】
串

間
市

民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・外
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・呼

吸
器

外
科

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
専

門
医

に
準

じた
疾

患
を

多
く経

験
で

き
る

病
院

群
で

の
研

修
が

可
能

で
、専

門
医

取
得

の
た

め
の

研
修

が
十

分
に

行
え

る
。

【宮
崎

東
諸

県
】

井
上

、県
立

宮
崎

、国
立

病
院

機
構

宮
崎

東
、

高
宮

、野
崎

、宮
崎

若
久

、若
草

、
宮

崎
大

学
附

属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、国
立

病
院

機
構

宮
崎

東
、

潤
和

会
記

念
、南

部
、さ

が
ら病

院
宮

崎
、

古
賀

総
合

、宮
崎

市
郡

医
師

会
、

宮
崎

生
協

、宮
崎

善
仁

会
、

宮
崎

大
学

附
属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、国
立

病
院

機
構

宮
崎

東
、

潤
和

会
記

念
、南

部
、さ

が
ら病

院
宮

崎
、

古
賀

総
合

、宮
崎

市
郡

医
師

会
、

宮
崎

生
協

、宮
崎

善
仁

会
、

宮
崎

大
学

附
属
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1
2

3
4

5
6

7
8

9

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
B群

医
師

少
数

区
域

等
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関

A群
医

師
多

数
区

域
（

宮
崎

東
諸

県
）

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

対
象

医
療

機
関

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

（
10

年
）

専
門

医
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B

大
学

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B

大
学

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

（
10

年
）

専
門

医
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修
サ

ブ
ス

ペ
研

修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B

大
学

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B

大
学

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

専
門

研
修

心
臓

血
管

外
科

3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

【延
岡

・西
臼

杵
】

黒
木

、県
立

延
岡

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

、済
生

会
日

向
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、(
串

間
市

民
)

【都
城

北
諸

県
】

都
城

医
療

セ
ンタ

ー
、都

城
市

郡
医

師
会

【西
諸

】
小

林
市

立

【日
南

串
間

】
串

間
市

民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・外
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・心

臓
血

管
外

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
専

門
医

に
準

じた
疾

患
を

多
く経

験
で

き
る

病
院

群
で

の
研

修
が

可
能

で
、専

門
医

取
得

の
た

め
の

研
修

が
十

分
に

行
え

る
。

小
児

外
科

3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

【延
岡

・西
臼

杵
】

黒
木

、県
立

延
岡

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

、済
生

会
日

向
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、(
串

間
市

民
)

【都
城

北
諸

県
】

都
城

医
療

セ
ンタ

ー
、都

城
市

郡
医

師
会

【西
諸

】
小

林
市

立

【日
南

串
間

】
串

間
市

民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・外
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・小

児
外

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
専

門
医

に
準

じた
疾

患
を

多
く経

験
で

き
る

病
院

群
で

の
研

修
が

可
能

で
、専

門
医

取
得

の
た

め
の

研
修

が
十

分
に

行
え

る
。

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、
国

立
病

院
機

構
宮

崎
東

、
潤

和
会

記
念

、南
部

、
さが

ら病
院

宮
崎

、古
賀

総
合

、
宮

崎
市

郡
医

師
会

、宮
崎

生
協

、
宮

崎
善

仁
会

、宮
崎

大
学

附
属

【延
岡

・西
臼

杵
】

黒
木

、県
立

延
岡

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

、済
生

会
日

向
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、(
串

間
市

民
)

【都
城

北
諸

県
】

都
城

医
療

セ
ンタ

ー
、都

城
市

郡
医

師
会

【西
諸

】
小

林
市

立

【日
南

串
間

】
串

間
市

民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・外
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・乳

腺
外

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
専

門
医

に
準

じた
疾

患
を

多
く経

験
で

き
る

病
院

群
で

の
研

修
が

可
能

で
、専

門
医

取
得

の
た

め
の

研
修

が
十

分
に

行
え

る
。

内
分

泌
外

科
3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

乳
腺

外
科

3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

【延
岡

・西
臼

杵
】

黒
木

、県
立

延
岡

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

、済
生

会
日

向
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、(
串

間
市

民
)

【都
城

北
諸

県
】

都
城

医
療

セ
ンタ

ー
、都

城
市

郡
医

師
会

【西
諸

】
小

林
市

立

【日
南

串
間

】
串

間
市

民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・外
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・内

分
泌

外
科

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
専

門
医

に
準

じた
疾

患
を

多
く経

験
で

き
る

病
院

群
で

の
研

修
が

可
能

で
、専

門
医

取
得

の
た

め
の

研
修

が
十

分
に

行
え

る
。

専
門

研
修

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、国
立

病
院

機
構

宮
崎

東
、

潤
和

会
記

念
、南

部
、さ

が
ら病

院
宮

崎
、

古
賀

総
合

、宮
崎

市
郡

医
師

会
、

宮
崎

生
協

、宮
崎

善
仁

会
、

宮
崎

大
学

附
属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、国
立

病
院

機
構

宮
崎

東
、

潤
和

会
記

念
、南

部
、さ

が
ら病

院
宮

崎
、

古
賀

総
合

、宮
崎

市
郡

医
師

会
、

宮
崎

生
協

、宮
崎

善
仁

会
、

宮
崎

大
学

附
属【宮

崎
東

諸
県

】
県

立
宮

崎
、

国
立

病
院

機
構

宮
崎

東
、

潤
和

会
記

念
、南

部
、

さが
ら病

院
宮

崎
、古

賀
総

合
、

宮
崎

市
郡

医
師

会
、宮

崎
生

協
、

宮
崎

善
仁

会
、宮

崎
大

学
附

属
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1
2

3
4

5
6

7
8

9

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
B群

医
師

少
数

区
域

等
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関

A群
医

師
多

数
区

域
（

宮
崎

東
諸

県
）

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

対
象

医
療

機
関

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

A
B

B/
A

B
A/

B
B

A

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

/A
B

B
A

大
学

/A
B/

C
B/

C

整
形

外
科

3年 9ヶ
月

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

、(
高

千
穂

町
国

保
)

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

、済
生

会
日

向
【西

都
児

湯
】

国
立

病
院

機
構

宮
崎

【日
南

串
間

】
県

立
日

南
、な

ん
ご

う、
(串

間
市

民
)

【都
城

北
諸

県
】

都
城

医
療

セ
ンタ

ー
、藤

元
総

合
、橘

、
都

城
市

郡
医

師
会

【西
諸

】
小

林
市

立
、(

え
び

の
市

立
)

【延
岡

・西
臼

杵
】

高
千

穂
町

国
保

【日
南

・串
間

】
串

間
市

民
【西

諸
】

え
び

の
市

立

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・整

形
外

科
専

門
医

・リ
ハ

ビリ
テ

ー
シ

ョン
科

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
地

域
医

療
を

守
る

た
め

宮
崎

県
全

域
に

連
携

施
設

が
あ

り、
プ

ライ
マ

リー
ケ

ア
か

ら三
次

救
急

ま
で

様
々

な
研

修
が

可
能

で
あ

る
。

眼
科

4

【日
向

入
郷

】
宮

崎
県

済
生

会
日

向
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

【都
城

北
諸

県
】

宮
田

眼
科

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・眼

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
宮

崎
県

の
み

な
らず

、福
岡

県
で

の
研

修
も

可
能

。ま
た

臨
床

と並
行

して
大

学
院

に
進

学
し、

博
士

号
を

取
得

す
る

こと
も

可
能

。

産
婦

人
科

3

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

【日
南

串
間

】
県

立
日

南
【都

城
北

諸
県

】
都

城
医

療
セ

ンタ
ー

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・日

本
産

科
婦

人
科

学
会

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
周

産
期

医
療

、婦
人

科
治

療
を

中
心

に
幅

広
い

症
例

の
経

験
が

可
能

で
あ

る
。

泌
尿

器
科

4

【延
岡

・西
臼

杵
】

お
が

わ
クリ

ニッ
ク、

県
立

延
岡

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

【西
都

児
湯

】
川

南
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、(
串

間
市

民
)

【都
城

北
諸

県
】

藤
元

総
合

【西
諸

】
小

林
市

立

【日
南

・串
間

】
串

間
市

民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・泌

尿
器

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

を
修

了
し専

門
医

取
得

後
２

－
３

年
で

「腹
腔

鏡
技

術
認

定
」

の
取

得
が

可
能

で
す

。

耳
鼻

咽
喉

科
4

【延
岡

西
臼

杵
】

県
立

延
岡

【都
城

北
諸

県
】

都
城

医
療

セ
ンタ

ー

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・耳

鼻
咽

喉
科

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
4年

間
の

専
門

研
修

で
耳

鼻
咽

喉
科

専
門

医
取

得
を

目
指

しま
す

。九
州

内
の

各
大

学
、大

阪
大

学
、東

京
慈

恵
会

医
科

大
学

との
連

携
も

行
な

って
い

ま
す

。

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

こど
も

療
育

セ
ンタ

ー
、宮

崎
江

南
、

野
崎

東
、宮

崎
市

郡
医

師
会

、
宮

崎
市

立
田

野
、宮

崎
善

仁
会

、
潤

和
会

記
念

、宮
崎

大
学

附
属

【県
外

】
多

良
木

（
熊

本
県

）

【宮
崎

東
諸

県
】

古
賀

総
合

、A
RT

レ
デ

ィス
クリ

ニッ
クや

ま
うち

、
宮

崎
市

郡
医

師
会

、宮
崎

善
仁

会
、

宮
崎

大
学

附
属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

中
央

眼
科

、
宮

崎
大

学
附

属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

大
学

附
属

【宮
崎

東
諸

県
】

古
賀

総
合

、潤
和

会
記

念
、野

崎
東

、
宮

崎
大

学
附

属
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1
2

3
4

5
6

7
8

9

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
B群

医
師

少
数

区
域

等
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関

A群
医

師
多

数
区

域
（

宮
崎

東
諸

県
）

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

対
象

医
療

機
関

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

B
B

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

専
門

医
専

門
医

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・放

射
線

科
専

門
医

・放
射

線
診

断
専

門
医

・放
射

線
治

療
専

門
医

・日
本

核
医

学
会

核
医

学
専

門
医

・日
本

IV
R学

会
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
基

本
領

域
で

あ
る

「放
射

線
専

門
医

」は
キ

ャリ
ア

形
成

プ
ログ

ラム
適

用
期

間
内

の
９

年
で

取
得

が
可

能
。サ

ブ
ス

ペ
シ

ャル
テ

ィ領
域

で
あ

る
「放

射
線

診
断

専
門

医
」、

「放
射

線
治

療
専

門
医

」等
を

取
得

す
る

場
合

は
、３

年
間

の
基

本
領

域
専

門
研

修
に

引
き

続
き

宮
崎

大
学

を
含

む
A群

及
び

B群
で

専
門

４
年

目
、５

年
目

の
研

修
を

行
う。

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

江
南

、
宮

崎
市

郡
医

師
会

、宮
崎

大
学

附
属

脳
神

経
外

科
5

【日
向

・入
郷

】
和

田
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

【都
城

北
諸

県
】

都
城

市
郡

医
師

会
【西

諸
】

池
田

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・日

本
脳

神
経

外
科

学
会

専
門

医
・脳

卒
中

専
門

医
・脳

血
管

内
治

療
専

門
医

・神
経

外
傷

専
門

医
・脊

髄
外

科
専

門
医

・脳
卒

中
の

外
科

技
術

認
定

医
専

門
医

・神
経

内
視

鏡
技

術
認

定
医

・が
ん

治
療

認
定

医
・小

児
神

経
外

科
認

定
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
脳

神
経

外
科

全
領

域
に

わ
た

る
基

本
的

知
識

、技
能

の
獲

得
を

目
標

とし
ま

す
。

【宮
崎

東
諸

県
】

金
丸

脳
神

経
外

科
、県

立
宮

崎
、

潤
和

会
記

念
、宮

崎
大

学
附

属

放
射

線
診

断
3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

放
射

線
科

3

【都
城

北
諸

県
】

藤
元

総
合

都
城

市
郡

医
師

会

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・放
射

線
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・放

射
線

診
断

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
3年

間
の

専
攻

医
研

修
修

了
後

に
「放

射
線

科
専

門
医

」を
取

得
し、

引
続

き
宮

崎
大

学
を

含
む

A群
お

よ
び

B群
で

2年
間

の
サ

ブ
ス

ペ
シ

ャル
テ

ィの
研

修
を

行
う。

その
後

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
で

あ
る

「放
射

線
診

断
専

門
医

」/
「放

射
線

治
療

専
門

医
」の

取
得

が
可

能
。

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

【都
城

北
諸

県
】

藤
元

総
合

都
城

市
郡

医
師

会

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

江
南

、
宮

崎
市

郡
医

師
会

、宮
崎

大
学

附
属
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1
2

3
4

5
6

7
8

9

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
B群

医
師

少
数

区
域

等
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関

A群
医

師
多

数
区

域
（

宮
崎

東
諸

県
）

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

対
象

医
療

機
関

専
門

医
専

門
医

サ
ブ

ス
ペ

研
修

サ
ブ

ス
ペ

研
修

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B

A/
B

A/
B

B
A/

B
B

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

【都
城

北
諸

県
】

藤
元

総
合

都
城

市
郡

医
師

会

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
①

基
本

領
域

・放
射

線
科

専
門

医
②

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
・放

射
線

治
療

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
3年

間
の

専
攻

医
研

修
修

了
後

に
「放

射
線

科
専

門
医

」を
取

得
し、

引
続

き
宮

崎
大

学
を

含
む

A群
お

よ
び

B群
で

2年
間

の
サ

ブ
ス

ペ
シ

ャル
テ

ィの
研

修
を

行
う。

その
後

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
で

あ
る

「放
射

線
診

断
専

門
医

」/
「放

射
線

治
療

専
門

医
」の

取
得

が
可

能
。

麻
酔

科
4

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

【日
南

串
間

】
県

立
日

南
【都

城
北

諸
県

】
都

城
医

療
セ

ンタ
ー

、都
城

市
郡

医
師

会

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・麻

酔
機

構
専

門
医

・集
中

治
療

機
構

専
門

医
・心

臓
血

管
麻

酔
専

門
医

・ペ
イン

クリ
ニッ

ク学
会

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
周

術
期

に
携

わ
る

プ
ロフ

ェッ
シ

ョナ
ル

に
な

れ
る

コー
ス

で
す

。手
術

麻
酔

の
み

な
ら

ず
、集

中
治

療
部

や
ペ

イン
クリ

ニッ
クの

研
鑽

を
積

む
こと

が
で

き
ま

す
。

放
射

線
治

療
3

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

臨
床

検
査

3

病
 理

3

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

【日
南

串
間

】
県

立
日

南
【都

城
北

諸
県

】
藤

元
総

合

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・病

理
専

門
医

・細
胞

診
専

門
医

・分
子

病
理

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
全

て
の

臓
器

の
病

理
診

断
を

行
うこ

とが
で

き
る

。

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

江
南

、
宮

崎
市

郡
医

師
会

、宮
崎

大
学

附
属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

江
南

、宮
崎

市
郡

医
師

会
、

宮
崎

大
学

附
属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、潤
和

会
記

念
、

宮
崎

市
郡

医
師

会
病

院
、宮

崎
大

学
附

属
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1
2

3
4

5
6

7
8

9

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
B群

医
師

少
数

区
域

等
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関

A群
医

師
多

数
区

域
（

宮
崎

東
諸

県
）

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

対
象

医
療

機
関

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

A/
B/

C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

大
学

/A
/B

/C
大

学
/A

/B
/C

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医

研
修

機
関

研
修

機
関

A
B

A
B

A
B

B

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

大
学

/A
/B

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

A/
B/

C
A/

B/
C

A/
B/

C
A/

B/
C

A/
B/

C
A/

B/
C

A/
B/

C

形
成

外
科

4

【都
城

北
諸

県
】

都
城

市
郡

医
師

会
、さ

か
い

クリ
ニッ

ク

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・形

成
外

科
専

門
医

・熱
傷

専
門

医
・創

傷
外

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
大

学
病

院
な

らで
は

の
特

別
な

症
例

、地
域

な
らで

は
の

症
例

に
携

わ
り、

上
位

専
門

医
取

得
が

可
能

。ま
た

、希
望

者
に

は
国

内
や

海
外

留
学

も
あ

っせ
ん

可
能

。

救
急

科
3

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

、(
高

千
穂

町
国

保
)

【日
向

・入
郷

】
(椎

葉
村

国
保

)、
(美

郷
町

国
保

西
郷

)
【日

南
串

間
】

(串
間

市
民

)
【都

城
北

諸
県

】
都

城
市

郡
医

師
会

【西
諸

】
小

林
市

立

【延
岡

・西
臼

杵
】

高
千

穂
町

国
保

【日
向

・入
郷

】
椎

葉
村

国
保

、美
郷

町
国

保
西

郷
【日

南
串

間
】

串
間

市
民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・救

急
科

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
通

常
の

救
急

科
専

門
研

修
と何

ら遜
色

な
い

研
修

とキ
ャリ

ア
を

積
む

こと
が

で
き

、高
度

な
救

命
処

置
、集

中
治

療
、病

院
前

救
急

、災
害

医
療

な
ど全

て
の

分
野

を
学

ぶ
こ

とが
で

き
ま

す
。

総
合

診
療

科
3

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

、縁
・在

宅
クリ

ニッ
ク、

(高
千

穂
町

国
保

)
【日

向
・入

郷
】

(美
郷

町
国

保
西

郷
)、

(椎
葉

村
国

保
)

【西
都

児
湯

】
(都

農
町

国
保

)、
（

国
保

西
米

良
診

療
所

）
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、(
串

間
市

民
)

【都
城

北
諸

県
】

都
城

市
郡

医
師

会
、ホ

ー
ム

クリ
ニッ

クみ
ま

た
【西

諸
】

小
林

市
立

【延
岡

・西
臼

杵
】

高
千

穂
町

国
保

【日
向

・入
郷

】
美

郷
町

国
保

西
郷

、椎
葉

村
国

保
【西

都
児

湯
】

都
農

町
国

保
、国

保
西

米
良

診
療

所
【日

南
串

間
】

串
間

市
民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・総

合
診

療
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
Al

l M
iy

az
ak

i体
制

で
へ

き
地

か
ら都

市
部

ま
で

の
医

療
機

関
と連

携
、教

育
熱

心
な

指
導

医
が

揃
って

お
り幅

広
い

臨
床

能
力

の
獲

得
が

可
能

で
あ

る
。

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

市
立

田
野

、宮
崎

生
協

、
宮

崎
大

学
附

属
、古

賀
総

合
、お

お
つ

か
生

協
、

和
知

川
原

生
協

、こ
の

は
な

生
協

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

科
3

【延
岡

・西
臼

杵
】

延
岡

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

【西
都

児
湯

】
国

立
病

院
機

構
宮

崎
【日

南
串

間
】

愛
泉

会
日

南
【都

城
北

諸
県

】
都

城
医

療
セ

ンタ
ー

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・リ

ハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
急

性
期

か
ら回

復
期

、生
活

期
ま

で
全

て
の

フェ
ー

ズ
の

リハ
ビリ

テ
ー

シ
ョン

医
療

を
幅

広
く

経
験

で
き

る
。

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

こど
も

療
育

セ
ンタ

ー
、宮

崎
江

南
、

野
崎

東
、宮

崎
市

立
田

野
、宮

崎
大

学
附

属

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

善
仁

会
、

宮
崎

市
郡

医
師

会
、宮

崎
大

学
附

属

【宮
崎

東
諸

県
】

宮
崎

江
南

、宮
崎

大
学

附
属
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1
2

3
4

5
6

7
8

9

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医

研
修

機
関

研
修

機
関

県
立

宮
崎

B/
C

C
A/

B
A/

B/
C

A/
B/

C
A/

B/
C

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

県
立

宮
崎

A
B

B
B

B
A/

B

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

県
立

宮
崎

A
B

B
B

B
A

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

県
立

宮
崎

A/
B

B/
C

A/
B/

C
A/

B/
C

A/
B/

C
A/

B/
C

外
科

3

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、さ
が

ら病
院

宮
崎

、
宮

崎
大

学
附

属
、宮

崎
生

協

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

【日
南

串
間

】
県

立
日

南
、（

串
間

市
民

）
【都

城
北

諸
県

】
藤

元
総

合
【西

諸
】

小
林

市
立

【日
南

串
間

】
串

間
市

民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・外

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
県

立
病

院
を

軸
とし

て
、幅

広
い

領
域

を
も

れ
な

く経
験

で
き

る
。

精
神

科
3

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

大
学

附
属

、高
宮

、野
崎

、
国

立
病

院
機

構
宮

崎
東

、宮
崎

若
久

、井
上

、
若

草
、県

精
神

保
健

福
祉

セ
ンタ

ー

【延
岡

・西
臼

杵
】

吉
田

、国
見

ヶ丘
、延

岡
保

養
園

【日
向

・入
郷

】
協

和
、鮫

島
、田

中
【日

南
串

間
】

谷
口

、県
南

【都
城

北
諸

県
】

藤
元

、大
悟

、永
田

、都
城

新
生

【西
諸

】
内

村

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・精

神
科

専
門

医
・精

神
保

健
指

定
医

・日
本

老
年

精
神

医
学

会
専

門
医

・一
般

病
院

連
携

精
神

医
学

専
門

医
（

精
神

科
リエ

ゾ
ン専

門
医

）

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
宮

崎
大

学
との

連
携

が
緊

密
で

あ
り、

県
内

の
精

神
科

病
院

の
ほ

とん
どが

連
携

医
療

機
関

とな
って

い
る

た
め

、県
内

の
精

神
科

医
療

の
全

体
像

を
把

握
す

る
こと

が
で

き
る

。ま
た

大
学

院
進

学
や

県
外

研
修

も
で

き
る

だ
け

支
援

す
る

。

小
児

科
3

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

大
学

附
属

【日
向

・入
郷

】
県

立
延

岡
、済

生
会

日
向

【西
都

児
湯

】
国

立
病

院
機

構
宮

崎
【日

南
串

間
】

県
立

日
南

、愛
泉

会
日

南
【都

城
北

諸
県

】
都

城
医

療
セ

ンタ
ー

、都
城

市
郡

医
師

会

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・小

児
科

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
急

性
疾

患
の

対
応

と慢
性

疾
患

、稀
少

疾
患

の
管

理
、地

域
医

療
を

経
験

で
き

、地
域

の
特

性
と病

院
の

役
割

に
応

じて
幅

広
い

領
域

を
も

れ
な

く経
験

で
き

る
。

内
 科

（
地

域
密

着
型

プ
ログ

ラム
）

4

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

大
学

附
属

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

、(
高

千
穂

町
国

保
)

【日
向

・入
郷

】
(国

保
諸

塚
診

療
所

)、
(椎

葉
村

国
保

)、
(美

郷
町

国
保

西
郷

)、
(美

郷
町

国
保

南
郷

診
療

所
)

【西
都

児
湯

】
(国

保
西

米
良

診
療

所
)

【日
南

串
間

】
県

立
日

南
、(

串
間

市
民

)
【西

諸
】

小
林

市
立

、(
え

び
の

市
立

)、
(国

保
高

原
)

【延
岡

・西
臼

杵
】

高
千

穂
町

国
保

【日
向

・入
郷

】
国

保
諸

塚
診

療
所

、椎
葉

村
国

保
、

美
郷

町
国

保
西

郷
、美

郷
町

国
保

南
郷

診
療

所
【西

都
児

湯
】

国
保

西
米

良
診

療
所

【日
南

串
間

】
串

間
市

民
【西

諸
】

え
び

の
市

立
、国

保
高

原

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・内

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
基

幹
病

院
で

の
１

年
間

、A
群

あ
る

い
は

B
群

で
の

１
年

間
、C

群
で

の
１

年
間

の
研

修
を

必
ず

含
む

よ
うに

して
い

る
。

宮
崎

県
キ

ャリ
ア

形
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
　　

診
療

科
別

コー
ス

概
要

（
県

立
宮

崎
病

院
）

   

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
対

象
医

療
機

関
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
A群

医
師

多
数

区
域

（
宮

崎
東

諸
県

）
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

B群
医

師
少

数
区

域
等

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関
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1
2

3
4

5
6

7
8

9

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

県
立

宮
崎

A/
B

B/
C

A/
B/

C
A/

B/
C

A/
B/

C
A/

B/
C

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

県
立

宮
崎

県
立

宮
崎

C
A

B/
C

B/
C

B/
C

1
2

3
4

5
6

7
8

9

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

A/
B/

C
A/

B/
C

A/
B/

C
A/

B/
C

A/
B/

C
A/

B/
C

A/
B/

C

1
2

3
4

5
6

7
8

9

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医

研
修

機
関

研
修

機
関

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

整
形

外
科

4

【宮
崎

東
諸

県
】

野
崎

東
、宮

崎
大

学
附

属
、宮

崎
市

郡
医

師
会

、
県

立
こど

も
療

育
セ

ンタ
ー

、宮
崎

江
南

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

【日
向

・入
郷

】
千

代
田

【日
南

串
間

】
県

立
日

南
【都

城
北

諸
県

】
藤

元
総

合
、橘

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・整

形
外

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
脊

柱
（

頸
椎

～
腰

椎
）

、肩
・股

・膝
関

節
（

人
工

関
節

）
、靱

帯
再

建
、骨

接
合

等
の

幅
広

い
経

験
・習

得
が

可
能

。

宮
崎

県
キ

ャリ
ア

形
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
　　

診
療

科
別

コー
ス

概
要

（
野

崎
東

病
院

）
  

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
対

象
医

療
機

関
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
A群

医
師

多
数

区
域

（
宮

崎
東

諸
県

）
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

B群
医

師
少

数
区

域
等

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関

内
 科

3

【宮
崎

東
諸

県
】

古
賀

総
合

、宮
崎

大
学

附
属

、
宮

崎
生

協
、お

お
つ

か
生

協
クリ

ニッ
ク、

和
知

川
原

生
協

クリ
ニッ

ク

【日
向

・入
郷

】
済

生
会

日
向

、(
美

郷
町

国
保

西
郷

)
【西

都
児

湯
】

(都
農

町
国

保
)

【日
南

串
間

】
県

立
日

南

【日
向

・入
郷

】
美

郷
町

国
保

西
郷

【西
都

児
湯

】
都

農
町

国
保

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・内

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
県

外
研

修
先

の
市

立
東

大
阪

医
療

セ
ン

ター
の

選
択

も
可

能
。

サ
ブ

ス
ペ

シ
ャル

テ
ィ領

域
（

消
化

器
病

、消
化

器
内

視
鏡

、呼
吸

器
、血

液
、腎

臓
、糖

尿
病

、肝
臓

）
専

門
医

取
得

の
研

修
施

設
で

あ
る

。

宮
崎

県
キ

ャリ
ア

形
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
　　

診
療

科
別

コー
ス

概
要

（
古

賀
総

合
病

院
）

   

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
対

象
医

療
機

関
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
A群

医
師

多
数

区
域

（
宮

崎
東

諸
県

）
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

B群
医

師
少

数
区

域
等

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関

総
合

診
療

科
3

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、い
しか

わ
内

科
、お

お
つ

か
クリ

ニッ
ク

【延
岡

・西
臼

杵
】

(高
千

穂
町

国
保

)
【日

向
・入

郷
】

(椎
葉

村
国

保
)、

(美
郷

町
国

保
西

郷
)

【日
南

串
間

】
(串

間
市

民
)

【延
岡

・西
臼

杵
】

高
千

穂
町

国
保

【日
向

・入
郷

】
椎

葉
村

国
保

、美
郷

町
国

保
西

郷
【日

南
串

間
】

串
間

市
民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・総

合
診

療
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
初

療
か

ら退
院

調
整

ま
で

幅
広

い
患

者
を

点
で

な
く線

とし
て

担
当

で
き

、診
断

・治
療

の
み

な
らず

社
会

的
問

題
に

対
して

全
人

的
な

医
療

を
実

践
す

る
こと

が
で

き
る

。

救
急

科
3

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、宮
崎

大
学

附
属

、
宮

崎
市

郡
医

師
会

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

、（
高

千
穂

町
国

保
）

【日
向

・入
郷

】
(椎

葉
村

国
保

)、
(美

郷
町

国
保

西
郷

)
【日

南
串

間
】

(串
間

市
民

)
【都

城
北

諸
県

】
都

城
市

郡
医

師
会

【西
諸

】
小

林
市

立

【延
岡

・西
臼

杵
】

高
千

穂
町

国
保

【日
向

・入
郷

】
椎

葉
村

国
保

、美
郷

町
国

保
西

郷
【日

南
串

間
】

串
間

市
民

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・救

急
科

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
経

験
す

べ
き

疾
患

、病
態

、検
査

･診
療

手
順

、手
術

、手
技

等
を

経
験

す
る

た
め

、基
幹

病
院

を
軸

に
複

数
の

連
携

施
設

で
の

研
修

を
組

み
合

わ
せ

て
い

る
。

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
対

象
医

療
機

関
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
A群

医
師

多
数

区
域

（
宮

崎
東

諸
県

）
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

B群
医

師
少

数
区

域
等

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関
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1
2

3
4

5
6

7
8

9

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

宮
崎

生
協

A
A/

B/
C

B/
C

B/
C

B/
C

A/
B/

C

1
2

3
4

5
6

7
8

9

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

A
A/

B
A

A/
B

A/
B

A/
B

A/
B

1
2

3
4

5
6

7
8

9

臨
床

研
修

臨
床

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

B
A/

B
A/

B
B

B
B

B

内
科

3

【宮
崎

東
諸

県
】

県
立

宮
崎

、古
賀

総
合

、宮
崎

生
協

、
宮

崎
善

仁
会

、宮
崎

市
郡

医
師

会
、

宮
崎

大
学

附
属

【延
岡

・西
臼

杵
】

県
立

延
岡

、(
高

千
穂

町
国

保
)

【西
都

児
湯

】
国

立
病

院
機

構
宮

崎
、海

老
原

総
合

【日
南

串
間

】
県

立
日

南
【都

城
北

諸
県

】
メデ

ィカ
ル

シ
テ

ィ東
部

、都
城

市
郡

医
師

会
【西

諸
】

桑
原

記
念

【延
岡

・西
臼

杵
】

高
千

穂
町

国
保

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・内

科
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
宮

崎
県

東
諸

県
郡

医
療

圏
の

中
心

的
な

急
性

期
病

院
で

あ
る

当
院

で
地

域
の

実
情

に
合

わ
せ

た
実

践
的

な
医

療
を

行
え

る
よ

う訓
練

され
、専

攻
医

3年
目

に
は

日
本

各
地

の
様

々
な

病
院

で
研

修
が

行
え

る
よ

う連
携

を
組

ん
で

お
り専

攻
医

の
希

望
・将

来
像

に
対

応
可

能
で

あ
る

。

精
神

科
3

【宮
崎

東
諸

県
】

井
上

【延
岡

・西
臼

杵
】

吉
田

【日
向

・入
郷

】
鮫

島
【日

南
串

間
】

谷
口

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・精

神
科

専
門

医
・精

神
保

健
指

定
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
急

性
期

か
ら慢

性
期

、児
童

か
ら老

年
期

、
任

意
入

院
か

ら措
置

入
院

な
ど3

年
間

の
プ

ログ
ラム

の
中

で
各

施
設

を
ロー

テ
ー

トす
る

こ
とに

よ
って

多
彩

な
症

例
を

経
験

す
る

こと
が

で
き

る
。

宮
崎

県
キ

ャリ
ア

形
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
　　

診
療

科
別

コー
ス

概
要

（
吉

田
病

院
）

  

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
対

象
医

療
機

関
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
A群

医
師

多
数

区
域

（
宮

崎
東

諸
県

）
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

B群
医

師
少

数
区

域
等

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関

宮
崎

県
キ

ャリ
ア

形
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
　　

診
療

科
別

コー
ス

概
要

（
宮

崎
市

郡
医

師
会

病
院

）
  

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
対

象
医

療
機

関
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
A群

医
師

多
数

区
域

（
宮

崎
東

諸
県

）
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

B群
医

師
少

数
区

域
等

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関

総
合

診
療

科
3

【宮
崎

東
諸

県
】

宮
崎

大
学

附
属

、県
立

宮
崎

、古
賀

総
合

、
宮

崎
善

仁
会

、お
お

つ
か

生
協

クリ
ニッ

ク、
和

知
川

原
生

協
クリ

ニッ
ク、

この
は

な
生

協
クリ

ニッ
ク、

宮
崎

生
協

【日
向

・入
郷

】
(美

郷
町

国
保

西
郷

)
【日

向
・入

郷
】

美
郷

町
国

保
西

郷

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・総

合
診

療
専

門
医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
宮

崎
県

内
の

多
くの

医
療

機
関

と連
携

。離
島

（
鹿

児
島

県
）

研
修

の
選

択
も

可
能

。

宮
崎

県
キ

ャリ
ア

形
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
　　

診
療

科
別

コー
ス

概
要

（
宮

崎
生

協
病

院
）

  

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
対

象
医

療
機

関
○

取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

○
コー

ス
の

特
徴

　等
A群

医
師

多
数

区
域

（
宮

崎
東

諸
県

）
に

お
け

る
基

幹
施

設
又

は
連

携
施

設
等

B群
医

師
少

数
区

域
等

に
お

け
る

基
幹

施
設

又
は

連
携

施
設

等

C群
へ

き
地

の
公

的
医

療
機

関
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1
2

3
4

5
6

7
8

9

臨
床

研
修

臨
床

研
修

行
政

研
修

行
政

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

研
修

専
門

医
専

門
医

研
修

機
関

研
修

機
関

宮
崎

県
キ

ャリ
ア

形
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
　　

公
衆

衛
生

医
コー

ス
概

要
（

宮
崎

県
）

  

領
域

（
コー

ス
名

）
専

門
研

修
プ

ログ
ラム

年
数

基
本

モ
デ

ル
対

象
医

療
機

関
等

○
取

得
可

能
な

専
門

医
資

格
○

コー
ス

の
特

徴
　等

公
衆

衛
生

3

【基
幹

施
設

】
・宮

崎
県

庁
（

宮
崎

県
福

祉
保

健
部

）
【連

携
施

設
等

】
・宮

崎
大

学
医

学
部

（
社

会
医

学
講

座
公

衆
衛

生
学

分
野

）
・宮

崎
県

内
各

保
健

所
・宮

崎
市

役
所

（
宮

崎
市

保
健

所
）

・宮
崎

県
精

神
保

健
福

祉
セ

ンタ
ー

・宮
崎

県
衛

生
環

境
研

究
所

・県
立

宮
崎

・日
南

・延
岡

病
院

・宮
崎

産
業

保
健

総
合

支
援

セ
ンタ

ー

【取
得

可
能

な
専

門
医

資
格

】
・社

会
医

学
系

専
門

医

【コ
ー

ス
の

特
徴

】
基

幹
施

設
及

び
連

携
施

設
等

を
幅

広
く経

験
し、

公
衆

衛
生

医
とし

て
ス

キ
ル

向
上

を
図

る
こと

が
可

能
。

※
公

衆
衛

生
医

向
け

コー
ス

に
つ

い
て

は
、

原
則

、県
採

用
。

県
福

祉
保

健
部

、宮
崎

市
役

所
等

で
行

政
職

員
とし

て
の

基
礎

研
修

「宮
崎

県
社

会
医

学
系

専
門

医
プ

ログ
ラ

ム
」の

研
修

基
幹

施
設

、連
携

施
設

、協
力

施
設

で
必

要
な

研
修

を
受

け
、プ

ログ
ラム

を
履

修

県
福

祉
保

健
部

（
県

内
各

保
健

所
）

、宮
崎

市
保

健
所

等
で

勤
務
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＜別表＞【キャリア形成プログラム 対象医療機関（自治医科大学卒業医師用）】 

医療機関群 カテゴリー 対象医療機関 

臨床研修  
県立宮崎病院、県立延岡病院、県立日南病院、 

宮崎大学医学部附属病院 

後期研修  県内医療施設 

Ｃ群 
へき地の 

公的医療機関 

日南市立中部病院、串間市民病院、 

えびの市立病院、国民健康保険高原病院、 

国民健康保険西米良診療所、都農町国民健康保険病院、 

国民健康保険諸塚診療所、椎葉村国民健康保険病院、 

国民健康保険西郷病院、国民健康保険南郷診療所、 

高千穂町国民健康保険病院、日之影町国民健康保険病院、 

五ヶ瀬町国民健康保険病院 
 

宮崎県キャリア形成プログラム診療科別コース概要（自治医科大卒業医師用） 

【内科専門医取得コース】 

  

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

過程
臨床
研修
１年目

臨床
研修
２年目

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

へき地
勤務

従事区分 研修機関 研修機関
基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群

基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群 Ｃ群

宮崎大学 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

県立
宮崎病院  

内科医又は総合医として勤務 

   ※「▲」の勤務については、人事異動による勤務先が専門研修プログラムの連携施設であれば、

専門研修としてカウントされます。 

 

【総合診療専門医取得コース】 

  

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

過程
臨床
研修
１年目

臨床
研修
２年目

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

へき地
勤務

従事区分 研修機関 研修機関
基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群

基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群 Ｃ群

宮崎大学 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

県立
宮崎病院

▲ ▲ ▲ ▲ ▲
 

   ※「▲」の勤務については、人事異動による勤務先が専門研修プログラムの連携施設であれば、

専門研修としてカウントされます。 

  

専門医取得（※最短の場合） 

専門医取得（※最短の場合） 
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【救急専門医取得コース】 

 
   ※「▲」の勤務については、人事異動による勤務先が専門研修プログラムの連携施設であれば、

専門研修としてカウントされます。 

  

【その他（専門医を取得しない場合を含む）】 

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

過程
臨床
研修
１年目

臨床
研修
２年目

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

へき地
勤務

従事区分 研修機関 研修機関
基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群

基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群 Ｃ群

専門研修 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
 

 

 

 

  

 

  ＜参考＞義務後半に専門医を取得することも可能 

  

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

過程
臨床
研修
１年目

臨床
研修
２年目

へき地
勤務

へき地
勤務

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

へき地
勤務

後期
研修

従事区分 研修機関 研修機関 Ｃ群 Ｃ群
基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群 Ｃ群

基幹施設
又は

連携施設

専門研修 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
 

 

 

 

 

 

 

 

 

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9

過程
臨床
研修
１年目

臨床
研修
２年目

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

へき地
勤務

従事区分 研修機関 研修機関
基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群

基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群 Ｃ群

専門研修 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

その他の専門医については、【総合診療専門医取得コース】と同様に、「▲」勤務が専門

研修プログラムの連携施設であれば専門研修としてカウントされます。 

専門医取得（※最短の場合） 
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その他の専門医取得例 

【内科、総合診療、救急以外】 

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

過程
臨床
研修
１年目

臨床
研修
２年目

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

へき地
勤務

従事区分 研修機関 研修機関
基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群

基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群 Ｃ群

専門研修

身分

専門
研修

県職員 その他

以後
専門医として勤務

 

                                  

【専門研修が４年の場合】 

年数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

過程
臨床
研修
１年目

臨床
研修
２年目

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

後期
研修

へき地
勤務

へき地
勤務

へき地
勤務

従事区分 研修機関 研修機関
基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群

基幹施設
又は

連携施設
Ｃ群 Ｃ群 Ｃ群

専門研修

身分 県職員 その他

専門
研修

専門
研修

以後
専門医として勤務

 

専門医取得 

専門医取得 
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